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１．本図録は、「発掘された京都の歴史 2018　いにしえの技とデザイン」（向日市文化資料館：
平成 30 年８月４日（土）〜８月 26 日（日）、京都府立山城郷土資料館：同９月５日（水）
〜９月 23 日（日）、京都府立丹後郷土資料館：同９月 29 日（土）〜 10 月 14 日（日）開催）
の展示図録です。

２．展示資料は京都府教育委員会・公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター及び府内各
機関が主に平成 29 年度に発掘調査や整理作業を行った遺跡・遺物を対象としました。

３．本図録に掲載した資料は展示品のすべてではありません。また、展示の都合により員数等が
異なる場合があります。

４．本展覧会にかかる資料調査、図録作成、展示資料及び写真等の借用にあたっては次の機関か
らご指導・ご協力いただきました。

	 （順不同・敬称略）　京丹後市教育委員会、宮津市教育委員会、福知山市教育委員会、綾部市
教育委員会、南丹市教育委員会、長岡京市教育委員会、大山崎町教育委員会、宇治市、宇治
市教育委員会、城陽市教育委員会、久御山町教育委員会、木津川市教育委員会、公益財団法
人京都市埋蔵文化財研究所、京都市考古資料館、公益財団法人向日市埋蔵文化財センター、
公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター

凡　　例

（表紙写真　右：寺町旧域出土茶道具、左：樋ノ口遺跡出土三彩小壺）

　　　　　　　　　　　展覧会の開催にあたって
　本展覧会は、府民の皆さまをはじめ、多くの方々に埋蔵文化財への興味や関心を
持っていただき、遺跡や遺物に親しんでいただくことを目的に、京都府教育委員会
と公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターの共催で開催しています。
　展覧会では、昨年度に京都府内で実施された発掘調査の成果を、遺物や写真パネ
ルなどによって展示しています。
　また、京都府では、文化財の指定や登録を受けていない歴史的に価値がある文化
財の早期保護を目的に、昨年度、全国に先駆けて京都府暫定登録文化財制度を創設
しましたので、今年の展覧会では「いにしえの技とデザイン」をテーマに、新たに
登録された考古資料の展示コーナーを設け、それぞれの資料が製作された当時の技
術やデザインを身近に感じていただけるよう工夫しております。
　展示に当たっては、よりわかりやすく、親しみやすくなるように心がけましたので、
古（いにしえ）　の世界をお楽しみください。
　むすびに、今回の展覧会に協賛をいただいた向日市文化資料館をはじめ、様々な
御協力を賜った各関係機関に対し、深く感謝いたします。

平成 30 年８月 
	 	 	 	 　京都府教育委員会
	 	 	 	 　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター



禁裏注文品と推定される茶道具

京都御所と調査地
（国土地理院発行『京都東北部』1/25,000 に加筆）
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【寺

てらまちきゅういき

町旧域】 京都市上京区寺町通荒神口下ル松陰町　　安土桃山時代〜江戸時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター調査

　寺町は、天
てんしょう

正 18（1590）年に豊
とよとみひでよし

臣秀吉によっ
て整備された寺院町です。調査では、寺院に伴
う建物や井戸、墓地などが見つかりました。寺
院の東側で見つかった墓地は、337 基もの墓穴が
整然と並んでいました。
　なお、建物の配置などから調査地が３つの寺
院の敷地にあたることがわかりました。



織部焼向付

十六弁の菊文

若松文
（根が描かれているのは古い時期の特徴です）
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【平
へいあんきょうあとさきょういちじょうさんぼうにちょう

安京跡左京一条三坊二町】 京都市上京区下長者町通新町西入薮ノ内町
　　安土桃山時代〜江戸時代　　　　　　当調査研究センター調査

茶道具のいろいろ
風炉（ふろ）

水指（みずさし）

建水（けんすい）

杓立（しゃくたて）

蓋置（ふたおき）

　江戸時代初めごろのごみ穴が
数多く見つかり、その中から茶
の湯に用いる陶器「茶

ちゃとう

陶」が出
土しています。
　写真は、織

おりべやき

部焼の向
むこうづけ

付です。
茶会ではお茶をいただく前に
懐
かいせき

石と呼ばれる料理が出されま
す。向付は、その料理の容器の
ことで、お膳の向こう側に置か
れることからこの名で呼ばれま
す。
　織部焼の向付は、形状と文様
の大胆な意

いしょう

匠と濃緑色の釉
ゆうやく

薬が
特徴です。

京焼　茶道具（禁裏注文品）

　寺町旧域で見つかった京焼の茶道具です。風
ふ ろ

炉・
釜
かま

・水
みずさし

指・建
けんすい

水・杓
しゃくたて

立・蓋
ふたおき

置などがまとまって出土し
ました。それぞれの器には、十六弁の菊

きくもん

文と若
わかまつもん

松文が
染
そめつけ

付と錆
さび え

絵で描かれています。文様から禁
きん り

裏（天皇の
居所、あるいは天皇を指します）からの注文品である
と考えられます。
若松文に根が描かれていることや、菊文の複弁がひ
とつひとつ丁寧に描かれていることから、18 世紀前半
頃の製品と考えられます。
禁裏注文品の器はこれまでも出土例がありますが、
今回のように茶道具一式がまとまって出土するのは極
めて珍しい事例です。

茶碗をすすいだ湯や水を捨てる器

茶碗をすすぐ水や釜へ補充する水
を貯めておく器

茶の湯の席で湯をわかすのに使う炉

湯や水を汲む柄
ひしゃく

杓を立てて置く道具

茶釜の蓋を置く道具



土偶の腕（残存長 4.4cm）縄文時代の洪水の痕跡（西から）

縄文土器などの出土状況（南から）

洪水の痕跡から出土した縄文土器

（前から） （左から）
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【下
し も み ず し い せ き

水主遺跡】

【水
み ぬ し じ ん じ ゃ ひ が し い せ き

主神社東遺跡】

城陽市寺田今橋　　縄文時代晩期 　　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター調査

城陽市寺田大畔　　縄文時代後期　　　　　　　　　　　当調査研究センター調査

　水主神社東遺跡は、木津川右岸沿いの平野
部に立地しています。調査区を深く掘り下げ
た地点から、縄文時代後期の土器や石器など
がまとまって出土しました。
　周辺の遺跡でも縄文土器が出土しているこ
とから、木津川の右岸に縄文時代の遺跡が大
きく拡

ひろ

がることがわかってきました。山城盆
地南部の縄文時代の人々の生活を考えるうえ
で、貴重な資料を得ることができました。

　下水主遺跡も、水主神社東遺跡の西に立地し
ています。木津川右岸沿いの平野部に立地して
います。木津川の洪水の跡から、大量の縄文土
器が出土しました。縄文土器は、縁の部分に粘
土の帯を貼り付ける「凸

とったいもん

帯文土器」と呼ばれ
るもので、縄文時代の終わりごろのものです。
　土器の他にも、土

どぐう

偶の左腕の破片が見つかりま
した。土偶は、手の先端が三

み

つ又
また

に分かれており、
東日本の土偶によく見られる特徴です。京都府
では初めての発見となります。
　土器の中にも東海地方の特徴を持つ土器が含
まれており、東日本と交流があった人々が付近
に住んでいたと考えられます。



調査地の全景（東から）

古墳時代前期の竪穴建物（北から）
（城陽市教育委員会提供）

床面の一部が見つかった竪穴建物（東から）
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城陽市富野小樋尻　　弥生時代終末期〜古墳時代前期　　　　　　　城陽市教育委員会調査

京丹後市久美浜町女布　　弥生時代〜平安時代　　　　　　　 　　　当調査研究センター調査

　
八幡市美濃山出島　　弥生時代〜奈良時代　　　　　　　　　　　当調査研究センター調査【美

み の や ま い せ き

濃山遺跡】

【小
こ ひ じ り い せ き

樋尻遺跡】

【女
に ょ う い せ き

布遺跡】

　小樋尻遺跡は城陽市のほぼ中央に位置し、水
主神社東遺跡の東側に広がっています。縄文時
代晩期や飛鳥時代の遺構とともに、古墳時代前
期～後期の竪

たてあなたてもの

穴建物などが見つかりました。
　このうち、古墳時代前期初頭には、竪穴建物
13 基、掘

ほったてばしらたてもの

立柱建物１棟、溝１条などが見つかり、
大規模なムラがあったことがわかりました。古
墳時代のはじめは各地の土器が大きく移動し、
交流が活発になる時期であり、木津川によって
栄えたムラだったのかもしれません。

　女布遺跡は、京都府の北西端、久美浜湾に注
ぐ佐

さ の だ に が わ

濃谷川右岸に位置します。弥生時代中期か
ら平安時代にかけての集落遺跡です。
　古墳時代初頭の竪

たてあなたてもの

穴建物や平安時代の土
どこ う

坑な
どが見つかりました。竪穴建物の床面から多く
の土器が出土しました。
　土器には、周辺の日本海沿岸地域の特徴が見
られるものがあり、遠く離れた地域とも交流し
ていたと考えられます。

　美濃山遺跡は、京都盆地南西部の大阪府との
境界にある丘陵上に立地します。おもに弥生時
代から奈良時代にかけての集落遺跡です。
　弥生時代の遺構として、後期の竪

たてあなたてもの

穴建物５基
を確認しました。平面形は円形や方形、多角形
などがあり、大きさは５mから 11mを測ります。
　竪穴建物の多くに屋外へのびる長い排

はいすいこう

水溝が
見つかりました。北河内地域など淀川左岸の地
域との交流が推定されます。



（京丹後市教育委員会提供）

調査地の全景（東から）

32 号墳の埋葬施設（西から）

墳丘上で確認された葺石（北から）
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【丹
た ん ば ま る や ま こ ふ ん ぐ ん

波丸山古墳群】

【史
し せ き ち ょ う し や ま こ ふ ん

跡銚子山古墳】

　

　史跡銚子山古墳は、福田川河口部を見下ろす台
地上に築かれた日本海側で最大の前

ぜんぽうこうえんふん

方後円墳です。
史
しせ き せ い び

跡整備に伴う発掘調査で、墳
ふんきゅう

丘の長さが約 200
ｍであることがわかり、古墳の周

しゅうこう

溝底を一部掘り
残した土手状の高まりが新たに確認されました。
　また、古墳上に置かれた埴

はに わ

輪は、一般的な円
えんとう

筒
埴
は に わ

輪に壺をのせたような独特な形をしています
（丹

たんごがたえんとうはにわ

後型円筒埴輪）。与謝野町蛭
えびすやまこふん

子山古墳や京丹後
市神

しんめいやまこふん

明山古墳をはじめとする丹後地域の有力者を
葬
ほうむ

った古墳に共通する特色のある埴輪です。
　調査では、幾何学的な文様が線刻された丹後型
円筒埴輪も見つかりました。

京丹後市峰山町丹波　　古墳時代前期　　　　　　　 　　当調査研究センター調査

京丹後市網野町網野
古墳時代前期
京丹後市教育委員会調査

丹波丸山古墳群は、丘陵の尾根上に築かれた
34 基から構成される古墳群です。
古墳群のなかで、最も規模の大きな 32 号墳か
らは、５基の埋葬施設が見つかりました。中心
に位置する被葬者の棺は、丹後地域の特色であ
る舟
ふなぞこじょうもっかん

底状木棺です。棺の中からは、１本の鉄製

の釶
やりがんな

が出土しました。
舟形の棺

ひつぎ

は、死者を舟で死後の世界に送る信仰
に由来するものでしょうか。海上交易で栄えた丹
後地域の首長にふさわしい棺と言えます。　



中央下の人物の左が渡り土手、右が後円部（西から）

久津川古墳群一帯の想像復元図（早川和子作画）
（左手奥の前方後円墳が久津川車塚古墳）

葺石と埴輪列（南から）（南丹市教育委員会提供）

（城陽市教育委員会提供）
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【史跡久
く つ か わ く る ま づ か こ ふ ん

津川車塚古墳】

【カシヅケ古
こ ふ ん ぐ ん

墳群】 南丹市園部町小山東町　　古墳時代中期　　　　　　　　　   南丹市教育委員会調査

城陽市平川車塚　　古墳時代中期　　　　　　　　　  城陽市教育委員会調査

　久津川車塚古墳は、城陽市東部
の木津川に流れ込む小河川が形成
した扇

せんじょうち

状地上に立地します。山城
地域最大の前

ぜんぽうこうえんふん

方後円墳で、墳
ふんきゅう

丘
の長さは約 180 ｍ、周りを取りま
く周
しゅうごう

濠などを含めた全長は約 272m
となります。
　後円部の西側で、墳丘裾と、周
濠を渡るための渡り土手とみられ
る遺構の一部を確認しました。土
手の斜面は小ぶりな石材を用いた
葺
ふきいし

石が良く残っており、その積み
方や作業単位などが観察できます。
　出土遺物には円

えんとうはにわ

筒埴輪をはじめ、
さまざまな形

けいしょうはにわ

象埴輪（水鳥・家・
蓋
きぬがさ

・盾
たて

・靫
ゆき

・甲
かっちゅう

冑）があります。
さまざまな形の埴輪が出土してお
り、墳丘や渡り土手上で行われて
いたと思われる儀

ぎし き

式を考える上で
重要な資料となります。
　現在、史跡整備事業が進められ
ています。

　カシヅケ古墳群は、京都府の中央部に位置す
る園部盆地の丘陵上に築かれた古墳群です。中
期古墳は２基の方墳から構成されます。１号墳
は、一辺 15 ｍを測り、2号墳は一辺 10 ｍを測り
ます。
　規模の大きな１号墳の墳

ふんきゅう

丘の裾まわりには、
埴
はにわれつ

輪列がめぐることがわかりました。円
えんとうはにわ

筒埴輪の
ほかに、家

いえがたはにわ

形埴輪や蓋
きぬがさがたはにわ

形埴輪などの形
けいしょうはにわ

象埴輪が出
土しました。また、埴輪とともに須

す え き

恵器の器
きだ い

台
も見つかっています。



南墳調査地の全景（南西から）（宇治市提供）

北大塚古墳群と木津川（東から）北大塚１号墳出土土器

宇治二子山古墳想像復元図（宇治市提供）
（南墳は方墳であると推定されてきましたが
今回の発掘調査で円墳であることがわかりました）
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【二
ふ た ご や ま こ ふ ん

子山古墳】

【北
き た お お つ か こ ふ ん ぐ ん

大塚古墳群】

　

　宇治川右岸の丘陵上に立地する２基の古墳の
ことをまとめて二子山古墳と呼んでいます。
　２基の古墳は、これまで先に造られた北墳が
円墳、南墳が方墳とされてきましたが、調査の
結果、どちらも円墳であることがわかりました。
北墳は、直径 40 ｍ、南墳は長軸 34 ｍ、短軸 30

宇治市宇治山本　　古墳時代中期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇治市調査

綴喜郡井手町井手大塚　　古墳時代後期　　　　　　　　　　当調査研究センター調査

ｍを測ります。過去の調査では、両方の古墳か
ら甲
かっちゅう

冑や剣
けん

など多量の鉄製武器や農
のうこうぐ

工具が出土
しています。北墳は墳丘が葺

ふきいし

石で覆われ、墳丘
裾部と墳

ふんちょうぶ

頂部に円
えんとうはにわ

筒埴輪が置かれていますが、
南墳には葺石は確認されませんでした。

　北大塚古墳群は、木津川右岸の井手町に位置する丘
陵上にあります。調査の結果、横

よこあなしきせきしつ

穴式石室を埋
まいそうしせつ

葬施設
とする古墳４基が見つかりました。いずれも大きく損

そこ

なわれていましたが、16 ｍ級の円墳２基と規模の小さ
な円墳２基が築造されていました。
　これまで単独の古墳とされてきましたが、今回の調
査によって後期から終末期の群

ぐんしゅうふん

集墳であることがわか
りました。



芝山 15 号墳出土の鏡２（四獣形鏡）

鏡１（鳥頭四獣形鏡）

芝山 15 号墳　鏡２・玉類出土状況

芝山 16 号墳　埋葬施設全景（北から）
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【芝
し ば や ま こ ふ ん ぐ ん

山古墳群】

　
城陽市富野中ノ芝ほか　　古墳時代前期～後期　　　　　　　　当調査研究センター調査

　芝山古墳群は、城陽市東部の丘陵上に立地し、
芝山遺跡内に所在します。
　古墳群はこれまでに 32 基の古墳が見つかって
おり、小型の方墳を主体とし、丘陵の尾根上に
分布する古墳時代前期〜中期に築造された一群
と、小型の円墳を主体とし、丘陵中腹の平坦地
に広がる古墳時代後期に築造された一群から構
成されます。
　前者の古墳群の調査では２面の鏡が出土しま
した。どちらも日本製の鏡です。鏡１は直径9.5cm
です。
　鏡２は、芝山 15 号墳の埋葬施設から出土した
もので、直径 11.5cm です。同じ埋葬施設から、
勾玉１点・管玉 13 点が出土しました。

　芝山 16 号墳は、丘陵の支尾根上に単独で築か
れた古墳です。残った墳丘から、本来は方墳の
可能性が高く、復元すると一辺が約 25 ｍ前後の
の規模をもつと推定されます。墳頂部に全長 4.2
ｍの埋葬施設があり、鉄製の斧

おの

や竪
たてぐし

櫛が出土し
ています。時期は、古墳時代前期後半と考えら
れます。



調査地の全景（南西から）

調査地の全景（北東から）

綾部市綾中廃寺と同
どうはん

笵の軒丸瓦
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　出土した軒
のきがわら

瓦の中に、綾部市の綾中廃寺と
同じ文様の軒

のきまるがわら

丸瓦が出土しています。
　綾中廃寺は、郡

ぐんが

衙といわれる役所に付随す
る寺院と推測され、郡

ぐ ん じ

司となった地方豪族
が建
こんりゅう

立したと考えられています。
　２か所の遺跡は直線距離で約 40km離れて
います。文様の摩耗や製作技術の違いから、
綾中廃寺から佐伯遺跡へ笵

はん

（木製の型）だけ
が移動したと考えられます。
　同じ笵を使用していることから両者の関係
が注目されるところです。

佐伯遺跡と綾中廃寺

【佐
さ え き い せ き

伯遺跡】 亀岡市薭田野町佐伯　　古墳時代後期～平安時代　　　　　　　　　 当調査研究センター調査

　　亀岡市馬路町上三日市　　奈良時代～平安時代　 　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター調査　　　

【三
み っ か い ち い せ き

日市遺跡 ･ 車
く る ま づ か い せ き

塚遺跡】

　佐伯遺跡は、亀岡盆地西端部の平野部に広が
る遺跡です。綾部市に所在する綾

あやなか

中廃
は い じ

寺と同じ
文様の軒

のきまるがわら

丸瓦を含む大量の瓦や、仏教信仰に用
いられる瓦

がと う

塔の破片、多数の墨書土器などが出
土しました。
　大量に出土した瓦類や瓦塔の存在から新たな
古代寺院と判断されます。また、瓦類の下層で
見つかった南北方向の掘

ほったてばしら

立柱塀
べい

は、寺院の区画
施設の可能性が考えられます。

丹波国分寺跡や丹波国府など、奈良時代から平
安時代の寺院や役所が集中する亀岡盆地の北東
部に立地します。周辺は、瓦作りに適した良質
の粘土が採

と

れ、中世～近世の瓦作りのためとみ
られる粘土採掘穴が見つかっています。
調査では、奈良～平安時代の掘立柱建物の一部
や瓦を捨てた穴が見つかりました。丹波国分寺
創建時の瓦窯である三日市遺跡の瓦窯跡に近く、
瓦作りと関係する遺構の可能性があります。



調査地の全景（北から）
（大山崎町教育委員会提供）

調査地位置図
（平成 30 年度版　史跡恭仁宮跡より）

出土した軒丸瓦と軒平瓦（大山崎町教育委員会提供）

調査地の全景（南から）
（京都府教育委員会提供）
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【史跡恭
くにきゅうせき

仁宮跡（山城国分寺跡）】

【史跡大
おおやまざきかわらがまあと

山崎瓦窯跡】

　大山崎瓦窯跡は、京都府と大阪府の境にある
天
てんのうざん

王山の麓
ふもと

に位置しています。この窯跡では、
平
へいあんきょう

安京で使用する瓦を生産していました。
　計画的に配置された 12 基の窯が操業されてい
たことが明らかになり、平安京造営に伴う瓦生
産を知る上で重要な遺構として国の史跡に指定
されています。
　今回の調査では瓦を棄

す

てた土
ど こ う

坑が見つかり、
窯跡群の北端を確定することができました。
　現在、史跡整備が進められています。

木津川市加茂町例幣ほか　　奈良時代　　　京都府教育委員会調査

乙訓郡大山崎町大山崎永福寺　　平安時代前期　 　　  大山崎町教育委員会調査

　恭仁宮は、聖
しょうむてんのう

武天皇が天平 12（740）
年に平

へいじょうきょう

城京から遷
せん と

都された都です。都
の造営は短期間で中止になりましたが、
国
こくぶんじ

分寺・国
こくぶん

分尼
に じ

寺建
こんりゅう

立の詔
みことのり

や墾
こんでんえいねん

田永年
私
しざいほう

財法など、当時の重要な施
せさ く

策が恭仁
宮から発せられました。
　今回の調査では、約３ｍ（10 尺）間
隔で南北に並ぶ柱穴列を確認しまし
た（右図③の地点）。この柱穴列は、
朝
ちょうどういん

堂院の東辺を区画する掘
ほったてばしらべい

立柱塀と考
えられ、その北端の柱穴を確認しまし
た。このことから朝堂院の南北の規模
が約 103 ｍ（350 尺）になる可能性が
高いと考えられます。



長岡宮内裏「東宮」外郭南面築地跡全景（北から）
（公益財団法人向日市埋蔵文化財センター提供）

調査で見つかった掘立柱建物（南西から）
（公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター提供）

調査地位置図
13

　
【長

ながおかきゅうせき

岡宮跡第 521 次調査】 向日市鶏冠井町東井戸　　長岡京期 
　　　　　　　　　　　　　公益財団法人向日市埋蔵文化財センター調査

【長
ながおかきょうあと

岡京跡右
う き ょ う

京第 1158 次調査】 長岡京市井ノ内玉ノ上　　長岡京期
　　　　　　　　 公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター調査

　今回の調査地は、長岡宮の内
だ い り

裏の一つである
「東

とうぐう

宮」の南西部で、築
ついじかいろう

地回廊や外
がいかくついじ

郭築地の想定位
置にあたります。調査の結果、外郭築地や雨落ち溝
などが確認されました。
　天皇の居所である内裏を囲う外郭築地の確認によ
り、外郭の規模が明らかになり、内裏の構造がわか
りました。その構造は平

へいあんきゅう

安宮とも類似しており、平
安宮に見られる内裏の構造がすでに長岡宮が造営さ
れた頃に形成されていたと考えられます。

　藤
ふじわらきょう

原 京以後の都城は、条
じょうぼうせい

坊 制と呼ばれる区
画割りによって碁盤目状に整備されていました。
朱
すざ き お お じ

雀大路を中心に右
うきょう

京、左
さきょう

京に分かれます。大路で
囲まれた大区画を「条

じょう

」「坊
ぼう

」と呼び、さらにこれ
を小路で 16 分割したものを「町

ちょう

」と呼びます。　
　調査地は、長岡京右京二条三坊二町にあたります。
調査では、大型の掘

ほったてばしらたてもの

立柱建物や土
どこ う

坑などが見つかり
ました。隣接地の調査でも大型の掘立柱建物跡が確

認され、１町規模の宅地利用のあり方がわかっ
てきました。
　今回見つかった掘立柱建物は、桁

けたゆき

行７間、梁
はりゆき

行
２間の南北方向の建物で、身

も や

舎の東側に廂
ひさし

がつ
くと考えられます（規模は南北約 21ｍ、東西約 9.9
ｍです）。また、この建物よりも古い掘立柱建物
と推定される柱穴列が見つかり、宅地利用の変
遷を考える上で貴重な資料となりました。



東調査区で見つかった遺構（東から）
（公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター提供）

調査地（南半）全景（東から）
（公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所提供）
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【長
ながおかきょうあと

岡京跡右
う き ょ う

京第 1159 次調査】 長岡京市開田三丁目　　長岡京期
　　　　　　　    公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター調査

　調査地は、長岡京右京六条二坊六・十一町に
あたります。調査では、六

ろくじょうじょうかんこうじ

条条間小路と西
にしにぼう

二坊
坊
ぼうかんこうじ

間小路の交差点や掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物などが見つかり
ました。
　調査区は２つに分かれ、東調査区で西二坊坊
間小路の両側

そっこう

溝と、右京六条二坊六町の宅地に、
桁行３間、梁行２間と推定される建物跡が見つ
かりました。一方、六条条間小路は東西両調査
区で南側溝が見つかりました。
　西二坊坊間小路西側溝からは「井」と書かれ
た須

す え き

恵器杯
つき

などが出土しました。

【平
へいあんきょうあとうきょうさんじょうさんぼうごちょう

安京跡右京三条三坊五町】 京都市中京区西ノ京桑原町　　平安時代前期
　　　　　　　　　　　  公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所調査

　今回は、平安京右京三条三坊五町の北西部約
1/4 を対象に調査が実施されました。調査の結
果、平安時代前期の掘

ほったてばしらたてもの

立柱建物や溝、土
どこ う

坑など
のほか、姉

あねやこうじ

小路の路面も見つかりました。周辺
の調査でも、掘立柱建物などが見つかっており、
１町規模の宅地があったと考えられています。
　掘立柱建物のうち、宅地の中心建物と考えら
れる建物１は建て替えが行われています。新
しい方（建物１新、写真赤色）は、桁

けたゆき

行７間、
梁
はりゆき

行２間の東西方向の建物（東西 21 ｍ、南北
９ｍ）で、身

も や

舎の南側に廂
ひさし

がつきます。建物１
新は、平安京域では最大級の建物です。
　 建 物 １ の 東 側 で は 多 数 の 灰

か い ゆ う と う き

釉 陶 器・
緑
りょくゆうとうき

釉陶器・土
は じ き

師器・須
す え き

恵器の食器類などが出土
しました。また、「政

まんどころ

所」「屋
おく

」などの文字を墨
書した土器も出土しています。
　調査地の北辺で見つかった姉小路は、後世の
溝によって大きく削平されていますが、路面の
一部と北側溝を確認しました。また、邸宅の北
限を画する築

ついじ

地も確認されました。



　　　天橋立を望む調査地（西から）　　　　墨書土器が出土した様子

安国寺遺跡周辺の遺跡と地割（宮津市教育委員会提供）

　　　　　　（宮津市教育委員会提供）

出土した荷札木簡
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【伏
ふしみじょうあと

見城跡】

【安
あ ん こ く じ い せ き

国寺遺跡】 宮津市府中小松・中野　　平安時代　　　　　　　　　　　　　　　  宮津市教育委員会調査

京都市伏見区村上町　　江戸時代　　　　　　　　　　　　　　　　当調査研究センター調査

伏見城跡は、城下町を含めた広範囲な遺跡で、
元
げん な

和９（1623）年の廃城以後も、城下町は港湾
都市として存続しました。西国大名たちの屋敷
があり、国

くにもと

元と京都・江戸との連絡の中継地と
して利用されました。
調査では、木

もっかん

簡や漆
しっきわん

器椀、近世陶
と う じ き

磁器などが
出土しました。
北辺の溝から出土した木簡には、人名が記され
ていました。下段の３名は備前岡山藩の出入商人
であり、寺崎源右衛門は、溝の出土遺物と時期が
一致する宝

ほうれき

暦９（1759）年～寛
かんせい

政５（1793）年に
伏見在番として勤務していた武士であったようで
す。こうした木簡から京都の品々が、伏見を通し
て国元に送られていたことがわかります。

　安国寺遺跡は、宮津湾に面し
た沿岸部の扇

せんじょう

状地
ち

上に立地しま
す。安国寺遺跡周辺には、史跡
丹
たんごこくぶんじあと

後国分寺跡や丹後国一
いちのみや

宮であ
る籠

このじんじゃ

神社、あるいは中
な か の い せ き

野遺跡や
難
な ん ば の い せ き

波野遺跡などが分布し、古代
丹後国の中心地と考えられます。
　６か所の調査区のうち、11 ト
レンチで見つかった柱穴２基は、
以前の調査で見つかった柱穴と
合わせて、掘

ほったてばしらたてもの

立柱建物の一部で
ある可能性があります。また、
12 トレンチで見つかった土

どこ う

坑か
らは「國

くに

」と墨書された土
は じ き

師器
が出土しました。
　古代丹後国の「国

こ く ふ

府」の解明
に大きな手がかりを得ることが
できました。



龍虎鏡のデザイン（ヌクモ２号墳出土）
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　古墳時代の鏡は銅
どう

と錫
すず

の合
ごうきん

金（青銅）ででき
ていますが、磨

みが

けば白
はくぎんいろ

銀色に光り、鏡面上に姿
を映

うつ

すことができます。展示では、鏡の背
はいめん

面の
文様を見せています。
　中国製と考えられるヌクモ２号墳（福知山市）
の鏡では、鏡の文様として、想像上の動物であ
る龍
りゅう

とアジア最強の動物である虎
とら

を表現してい
ます。
　しかし、日本製の鏡では、虎を見たことがなく、
龍に対する知識も乏しいので、鏡の龍や虎の形
をまねて描くと、写実性が失われ、もとの動物
が何であったのかわからなくなってしまってい
ます。

　京都府では、近年、各地で地震・水害・
火災などの災害が頻発し、貴重な文化財
の破

は そ ん

損・劣
れ っ か

化・散
さんいつ

逸の危険性が高まって
いることから、貴重な文化財の早期保護
を図

はか

るため、平成 29 年度に全国初となる
「暫

ざんていとうろくぶんかざい

定登録文化財」の制度を創設し、文化財
保護のすそ野を広げるとともに、修復・保存・
防災等のための助成を行っています。
　新たに設けられた「府暫定登録文化財」は、
将来、国指定や府指定・登録文化財になる
可能性のあるものも含まれています。平成

29 年度は 1,016 件を登録し、このうち考古資
料は 108 件です。
　今回の企画展示では、「暫定登録文化財（考
古資料）」に登録されたものの中から「いに
しえの技とデザイン」というテーマで選んだ
出土品を展示しています。
　この展示では、石

せきせいひん

製品や金
きんぞくせいひん

属製品、各種の
器
うつわ

にみる製作技法や技術の交流、デザインな
どに焦

しょうてん

点をあてていますので、「暫定登録文
化財」の「技」と「デザイン」に注目してく
ださい。



六獣形鏡（直径 13.9cm）

龍虎鏡（直径 11.5cm）

変形四首鏡（直径 11.8cm）
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【龍
りゅうこきょう

虎鏡】

【変
へ ん け い し し ゅ き ょ う

形四首鏡】

【六
ろくじゅうけいきょう

獣形鏡】

瓦
かわらだに

谷１号墳第２主体部出土
（木津川市）　古墳時代前期

内
う ち だ や ま

田山Ｂ１号墳出土（木津川市）
古墳時代中期

ヌクモ２号墳出土（福知山市）
古墳時代中期

　全長 51 ｍの前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳から出土しました。
鏡の背

はいめん

面の文様は、蕨
わらびてじょう

手状に屈曲する部分が
みられたり、ウエーブが入ったり、とても複
雑です。これらは獣

けもの

のモチーフが退化した文
様とみられ、国産の鏡と推定されます。さら
にその間を、細かな蕨

わらびて

手文様で埋め、ますま
す複雑に。マジカルなデザインで、呪

じゅてき

的な効
果を高めようとしたものでしょうか。

　一辺約 18m の方墳から出土しました。

鏡
きょうはい

背の文様には、６体の獣
じゅうけい

形が配置されま

す。身体は獣
けもの

、頭は鳥のような頭部と嘴
くちばしじょう

状

の表現に細長い頸
くび

が表現されます。獣形が

退化した文様となっています。国産の鏡と

考えられます。

　丘陵頂部に築造された一辺約８mの方墳

から出土しました。鋳
い あ

上がり、銅
どうしつ

質とも良好

な鏡で、鏡
きょうはい

背の文様は、半
はんにくぼり

肉彫の龍
りゅう

と虎
とら

一対

が中央の紐を通す鈕
ちゅう

を中心に旋
せんかい

回し、ともに

身
みかえ

返る珍
めずら

しい構図でデザインしています。ま

た、龍と虎には鱗
うろこ

がみられ、両者とも鈕の下

を胴体がくぐるモチーフとして表現されま

す。三国時代に中国で製作され輸入された

舶
はくさいひん

載品と推定されます。



玉作りの道具と管玉（中央上、玉
たまといし

砥石幅 10cm）

さまざまな石剣（中央下、鉄剣を模した石剣 長さ 16.8cm）

原石

未製品

玉砥石石鋸
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　勾玉や管玉、石剣の素材と
なる石は非常に硬く、狙った
形に作り出すには高い技術が
必要になります。その技術は、
大きく３つに分かれます。
①大きな石の塊から小さな破
片を得るための打撃、②細か
な形を作り出すための押し剝
がし、③最終的な形を整える
ための研摩があります。
　これらの技術をうまく組み
合わせ、思ったとおりの形へ
と整えられました。

【玉
たまつく

作り関連遺物】

【石
せっけん

剣】

石を加工する

市田斉当坊遺跡出土（久御山町）
弥生時代中期

市田斉当坊遺跡出土（久御山町）
弥生時代中期

　叩
たた

けば鋭
するど

く割れる石。この特徴を生かして人々は生活のために必要な道具を作っていました。しかし、
金属という石以上にいろいろな用途に使える素材が登場すると、石はだんだんと使われなくなりました。
　宝石とされる石も、磨

みが

かなければただの石でしかありません。石の持つ魅
みりょく

力を最大限に引き出すため
に、石を叩き、割って形を整え、磨

みが

く技術が長い時間をかけて培
つちか

われました。玉作りの一連の作業を示
す資料も存在します。
　市

いちださいとうぼういせき

田斉当坊遺跡（久御山町）では、勾
まがたま

玉や管
くだたま

玉といったアクセサリーや、青銅製の剣を模
もほう

倣した石
せっけん

剣が
数多く見つかりました。いずれも非常に美しく精

せいこう

巧に作られています。往時の工人の技を示す逸品です。

　柄
つか

の形に特徴があり、銅の剣
や鉄の剣を模したことがわかり
ます。素材には粘板岩やサヌカ
イトがあります。

　玉作りの工程で、最も難しい
技術は、玉に穴を開

あ

ける技
わざ

です。
直径１mmほどの極

ごくぼそ

細の石
せきしん

針を回
転させて、穴を開けました。



案（高さ 31.5cm）

桶形容器（高さ 74cm） 19

【案
あ ん

】

【木
も く せ い お け が た よ う き

製桶形容器】

古殿遺跡出土（京丹後市）
古墳時代前期

古殿遺跡出土（京丹後市）
古墳時代前期

木製品の製作は、樹木の「伐
ばっさい

採」に始まり、製品に応じた「木
き ど

取り」から「仕上げ」を行います。当初、
加工には石器が使われましたが、弥生時代中期からは大陸から伝わった鉄器が用いられます。工具が石
器から鉄器に変化したことで、伐採や加工が容易になり、より高度で精巧な製品が作られました。
　古

ふるどのいせき

殿遺跡（京丹後市峰山町）の井
い ど わ く

戸枠には桶
おけがたようき

形容器が転用されていました。枠の内面には仕上げに用
いた鉄製の釶

やりがんな

の加工痕跡が残っています。井戸枠に転用する時には補修を行っており、容器本体の底
部に�

ほぞ

を作り出して別材で固定します。また、桜の樹
じゅ ひ

皮を穴に通した後に木
もくせん

栓をはめ込んで固定してい
ます。このように、古殿遺跡出土の木製品から古代人の高度な木工技術を知ることができます。

　護岸された流路から出土した
木製の案（机）です。スギ材
を組み合わせて作られたもので
す。天

てんばん

板の周縁は美しくのびか
なラインで反

そ

らせ、脚は上部を
天板に�

ほぞ

穴を作り出して精
せいこう

巧に
組み合わされ、高い木工技術と
デザイン性が見られます。

　井戸枠として転用された状態

で見つかりました。桶は、体
部と底板が別作りの構造のもの
で、底板は廃棄されたようです。
スギの大木の心

しんざい

材を刳
く

り抜
ぬ

いて
筒
つつ ぶ

部とした優品です。桶形の組
み合わせ技法は、弥生時代後期
から古墳時代前期にかけての日
本海側に特徴的なもので、北陸
地方との技術交流がうかがわれ
ます。 



小
こざねかわとじかぶと

札革綴冑（高さ 14cm）・方
ほうけいばんかわとじたんこう

形板革綴短甲（高さ 32cm）

横
よこはぎいたびょうどめしょうかくつきかぶと

矧板鋲留衝角付冑（高さ 13cm）
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【衝
しょうかくつきかぶと

角付冑】

【革
かわとじかぶと

綴冑・革
か わ と じ た ん こ う

綴短甲】
瓦
かわらだに

谷１号墳（木津川市）　　 古墳時代前期

青
あおづかこふん

塚古墳（城陽市）　　　　　  古墳時代中期

　４世紀から５世紀の朝鮮半島での戦いの中
で、騎

き ば

馬を用いた戦
いくさ

に対抗するためにも、倭
わじん

人
たちは常に最新の技術を取り入れ、自らの武器
や武

ぶ ぐ

具を改良、発達させてきました。
　初期の甲

かっちゅう

冑は、多くの鉄板を革
かわ

で丁寧に綴
と

じ
合わせていました。鉄の加工技術の進歩ととも
に、甲冑の大量生産が必要になると、甲冑は定
型化され、使われる鉄板の数が減り、鉄の鋲

びょう

で
留めるようになります。
　このような最先端の技術を中央政権が掌

しょうあく

握
し、配布することによってその権

けんい

威を示す役割
も持っていました。

　前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳（全長 51 ｍ）から出土しました。

日本列島の武
ぶ ぐ

具が、朝鮮半島からの影響を受
け、木製や皮製の短甲から鉄製の短甲主体と
なる時期のものです。方形の鉄の板に小さな
穴を開け、革

かわひも

紐で綴
と

じ合わせて製作していま
す。当時の有力者の武装を復元する上で大変
貴重な資料です。

　久
くつ か わ こ ふ ん ぐ ん

津川古墳群を構成する方墳から出土しま
した。鉄の部材を革紐で綴じ合わせる革

かわとじ

綴
技
ぎほ う

法から鋲
びょうどうめぎほう

留技法に変わった製品で、鉄製の
長方形の板（横

よこはぎいた

矧板）を鋲で留める当時の最
先端の技法で作られています。冑の正面には、
衝
しょうかく

角と呼ばれる三角形状の突き出た部分を
持っています。



皮袋形提瓶（高さ 14.5cm）

灰釉羊硯（復元高約 25cm）

緑釉唾壺（高さ 8.3cm）
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【須
す え き

恵器皮
かわぶくろがたていへい

袋形提瓶】

【灰
か い ゆ う よ う け ん

釉羊硯】

【緑
り ょ く ゆ う だ こ

釉唾壺】

谷
たにがき

垣３号墳出土（京丹後市）
古墳時代後期

樋
ひ の く ち

ノ口遺跡出土（木津川市）
奈良時代

長
ながおかきゅうせき

岡宮跡出土（向日市）
平安時代前期

　発掘調査をしていると、不思議な形をした
遺物に出会うことがあります。発掘調査の担
当者たちは、当時の人々が何の目的で作った
のか、どのように使われていたのかを考えま
す。これらの出土品には、デザインの背景に、
異国の文化が垣間見えます。

　古墳に埋葬された木
もっかん

棺の上から出土しまし
た。 提

ていへい（さげべい）

瓶 とは、壺
つぼ

に把
と っ て

手を付けて水筒の
ように使用されていたと考えられる土器で
す。展示品は、騎

きば み ん ぞ く

馬民族が使うような液体を
入れる皮製の袋を須

す え き

恵器という土器で模倣し
たものです。革の縫い合わせ目まで表現して
います。

　見つかったのは頭部のみで全体の形状は
不明です。しかし、平

へいじょうきょうせき

城京跡（奈良県）や
斎
さいくうあと

宮跡（三重県）でも、羊
ひつじ

の頭部を付けた硯
すずり

が出土しています。展示品はそれらを参考に
して復元しました。当時、日本にはまだ羊が
いなかったと考えられています。人々はこの
動物ことをどのようにして知ったのでしょう。

　出土状況から木箱に入れられていた可能性
があります。薄緑の緑

りょくゆう

釉と呼ばれる釉
うわぐすり

薬をか
けた壺です。中国では、文字どおり唾

つば

や痰
たん

を
吐く壺として使用されましたが、気候の違う
日本では、平安時代中期以降、部屋を飾るた
めの調

ちょうどひん

度品として使用されました。



三彩小壺（高さ５cm）

華南三彩盤（直径 30cm）

青花大皿（直径 36.4cm）
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【三
さ ん さ い こ つ ぼ

彩小壺】

【華
か な ん さ ん さ い ば ん

南三彩盤】

【青
せいかおおざら

花大皿】

樋
ひ の く ち

ノ口遺跡出土（木津川市）
奈良時代

平
へいあんきょうあと

安京跡出土（京都市）
江戸時代前期

平
へいあんきょうあと

安京跡出土（京都市）
江戸時代前期

　三
さんさい

彩は２種類以上の釉
うわぐすり

薬をひとつの器
うつわ

に掛
か

け分
わ

けた陶器です。中国の唐
とう

（７～９世紀）では白 ・緑・
黄（褐）・藍の３～４色に彩

いろど

られた「唐三彩」と呼ばれる器が焼かれます。 そして、 奈良時代 （８世紀）
の日本でも唐

とうさんさい

三彩を手本として、白・緑・黄（褐）の３色に彩られた「奈
ならさ ん さ い

良三彩」が作られました。
　奈良三彩以降、日本では三彩の生産は衰退しますが、16 世紀になると再び中国から三彩がもたらされ
ました。この三彩は中国の南部で焼かれたもので「華

かなんさんさい

南三彩」と呼ばれます。白地に緑色・黄色の釉薬
を使った三色の器は、いつの時代も日本人を魅了するもののようです。

　この三彩小壺は、小品ですが、深い緑色を基
本として規則的に配された白色と褐色のコント
ラストが美しい器です。工人の美意識を感じさ
せる逸品です。出土した遺構から奈良時代の有
力者の持ち物と考えられています。

　華南三彩盤は、中国で作られた緑色・黄色・茶
色・紫色の釉

ゆうやく

薬を掛け分けた色
いろあざ

鮮やかな器です。
口縁に切り込みを入れて花

かべ ん

弁を表現した輪
りん か

花と
いう形になっており、中央には草花が線

せんこく

刻され
ています。華南三彩は日本では「交

こう ち

趾焼」と呼
ばれ、黄

き せ と

瀬戸や楽
らくやき

焼のモデルになりました。

　「華南三彩」と同じころ、中国からは青色の
釉
ゆうやく

薬で絵付けした磁
じ き

器「青花」ももたらされます。
描かれた文様は、動物や草花、山

さんすい

水など様々です。
平安京跡の江戸時代の邸宅跡から出土した青花
大皿は、中央に鶴が空を舞う様子が描かれてい
ます。この青色の美しい磁器は、日本の伊

い ま り

万里
焼
やき

をはじめ、世界各地の陶
と う じ き

磁器に大きな影響を
与えました。
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